




『JF シェルナース』
『貝藻くん』の

～漁港活用編～
　ROVの活用により、40ｍ以深の深場、ダイバーがいない時の様子、長時間・広範囲の調査な
ど潜水目視とは一味違った調査結果を得ることができるようになりました。今回はその活用事
例をご紹介します！

〇ダイバーが潜れない水深帯での調査（島根県隠岐の島町）

〇潜水目視調査との組み合わせ（大分県佐伯市）

水深が深いと潜水時間は約 10 分程度。
1基くらいしかじっくり見られません・・・

約 1時間で 4基を調査！



第 44回　海洋開発シンポジウム (2019.7.2 ～ 3) 発表

　東中予海域で 15 年以上にわたり継続している JF シェルナースの潜水目視調査の結果と、放
流尾数、県内水揚量に関するデータを解析し、愛媛県海域で実施されているキジハタ種苗放流
と、水産環境整備事業による増殖場造成が、水揚げ増加にいかに貢献しているかを検証しまし
た。

【調査場所】松山市、今治市、上島町

 　　　　　 増殖礁延べ 506 基を対象

【調査回数】2002 年 4月～ 2018 年 7月

　　　　　  延べ 140 回

【設置水深】5～ 26m

【漁獲統計の整理】

松山市公設水産地方卸売市場の鮮魚統計表

より、愛媛県産キジハタの項を県内漁獲傾

向の代表値として解析に使用
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◎ JF シェルナースにおけるキジハタの
　 出現個体数の推移

◎ キジハタ放流尾数と県内産キジハタ取扱量の推移
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カキ殻 ( 左 )、ホタテ貝殻 ( 右 ) の基質を使用

幼稚魚保護育成礁
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調査実施年度 年度

加村聡・穴口裕司・青山智・薬師寺房憲・伊藤靖（2019）：愛媛県東中予海域に造成された増殖場とキジハタ資源の関係に
ついての検証 , 土木学会論文集 B3（海洋開発）, Vol.75, No. 2, pp.Ｉ_534-pp.Ｉ_538.

①漁場整備事業の効果について

②マダコのおはなし

③岡山県下津井地区におけるマダコを増やす取り組みについて

（一社）水産土木建設技術センター長崎支所　漁場開発部漁場開発総括課　課長　石丸　聡　氏

愛媛県　農林水産研究所水産研究センター　栽培資源研究所増殖技術室　室長　坂口　秀雄　氏

第一田之浦吹上漁業協同組合　代表理事組合長　岡　耕作　氏

　今年もＪＦ全漁連主催で「貝殻利用と豊かな海づくり研修会」が開催され、3名の講師による

貝殻利用に関する講演が行われました。講演後は参加者と活発な意見交換も行われ、充実した研

修会となりました。
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